
据付・取扱説明書

業務用製品

CM-S54T/CM-S56T/ 
CM-S58T

CM Series

「据付工事」について

● 本機は十分な技術・技能を有する専門業者が据え付けを行うこ

とを前提に販売されているものです。据え付け・取り付けは必ず

工事専門業者または販売店にご依頼ください。

● なお、据え付け・取り付けの不備、誤使用、改造、天災などによ

る事故損傷については、弊社は一切責任を負いません。

商業空間用 サーフェスマウント ラウドスピーカー

保証書付き

http://pioneerproaudio.com
設置及びその他のサポート情報は、上記のサイトをご参照ください。

商品相談・修理受付・付属品購入窓口のご案内
お取り扱いにお困りのとき、本書の巻末をご覧ください。

http://pioneerproaudio.com
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はじめに
このたびは本製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。お使いになる前に「ご使用の前に」を必ず
お読みください。また、下記のURL と QRコードからご参照いただけるサポートサイトにて据付・取扱説明書をお読みいた
だけます。据付・取扱説明書は後々お役に立つこともありますので大事に保存してください。
http://www.pioneerproaudio.com/ja/sound/ceiling/surfacemountspeaker.html

ご使用の前に（重要）
安全上のご注意
●● 安全にお使いいただくために、必ずお守りください。
●● ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

絵表示の例

警告

この取扱説明書および製品には、製品を安全に正しくお使いいた
だき、あなたや他の方々への危害や財産への損害を未然に防止す
るために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次
のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みく
ださい。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

注意
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が損害を負う
可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される
内容を示しています。

 記号は注意 ( 警告を含む ) しなければな
らない内容であることを示しています。

図の中に具体的な注意内容 ( 左図の場合は感
電注意 ) が描かれています。

 記号は禁止 ( やってはいけないこと ) を
示しています。

図の中や近くに具体的な禁止内容 ( 左図の場
合は分解禁止 ) が描かれています。

● 記号は指示（必ず実行すること）を示し
ています。
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 警告

設置
取り付けなどに不具合があると、落下などの事故につながり大変危険
です。なお、据え付け、取り付けの不備、誤使用、改造、天災などに
よる事故損傷について、弊社は一切責任を負いません。

必ず実行

組み立て、取り付けは工事専門業者へ依頼
する。
取り付けなどに不具合があると、落下などの事故
につながり大変危険です。

必ず実行

設置時に作業者以外を近づけない。
部品落下時にケガをする原因となります。

必ず実行

ねじやボルトは指定されたトルクで締め付
ける。
・落下によるけがや事故の原因となります。
・Uブラケット用ノブボルトのノブは、仮止め用
です。恒久的固定は、トルクレンチでトルクを
合わせて固定してください。

必ず実行

天井や壁に設置する際は、設置場所の強度
や設置方法を確認の上、安全処置を施す。
設置場所や設置金具等の設置手段は、スピーカー
システムの質量に十分耐える取り付け強度がない
と、落下の危険があります。また、付属のワイヤー
等による二重の安全処置を必ず行ってください。
付属の落下防止用ワイヤーで長さが足りない場合
は、スピーカーの重量、設置状況を考慮して適切
な長さと強度の物をご用意ください。落下防止用
ワイヤーの建築躯体への固定は、スピーカー取付
金具の建築躯体への固定箇所とは異なる場所に施
してください。

禁止

次のような場所に設置しない。
・調理室や工場内など油煙の多い場所
・油煙や演出用スモークの多い場所
・水が常時かかる環境
・振動のある、不安定な場所
・アルコール類やスプレー式の殺虫剤など、引火
性のものを使用したり、引火性ガスが発生する
場所

・照明器具の間近や暖房器具の近くなど、発熱の
影響を受ける場所

・直射日光が常時当たる場所
・塩害や腐食性ガスが発生する場所
・落下した雪がぶつかるような場所
エンクロージャーの変形、変色およびスピーカー
が故障する原因になり、最悪は発火や落下などに
つながる恐れがあります。

必ず実行

屋外設置の場合は軒下等、雨や太陽光が直
接当たらない場所に設置する。
多量の雨水や紫外線は、エンクロージャーの変形、
変色およびスピーカーの故障を引き起こす原因に
なり、最悪は発火や落下などにつながる恐れがあ
ります。

必ず実行

防雪対策を施す。
雪の重みで落下によるけがや事故の原因となりま
す。本体の上に雪が溜まらないよう、対策してく
ださい。

使用方法

必ず実行

地震後は必ず点検する。
取付部に異常が発生し、落下の原因になります。

禁止

本機の内部を開けたり、改造したりしない。
内部には電圧の高い部分があり、火災・感電の原
因となることがあります。内部の点検・整備・修
理は販売店にご依頼ください。

禁止

ぬれた手でケーブルを抜き差ししない。
感電の原因となることがあります。

必ず実行

異常が起こったらすぐに使用を中止する。
煙が出る、異臭がする、水や異物が入った、破損
した等の異常が起きたときは、直ちにケーブルを
外して修理を依頼してください。異常状態のまま
使用すると、火災や感電の原因となります。

禁止

本機の上に火がついたろうそくなどの裸火
を置かない。
火災の原因となります。

禁止

本機の前面の穴などに、金属類や燃えやす
いものなどを差し込んだり、落としたりし
ない。
本機の内部に金属類や燃えやすいものなどが入っ
た場合、火災・感電の原因となることがあります。
特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

禁止

幼児の手の届くところに小さな部品を置か
ない。
万一飲み込んだ場合には、ただちに医師と相談し
てください。



4

 注意

設置

必ず実行

他の機器と接続する際は、それぞれの機器の
電源を切る。
それぞれの機器の取扱説明書をよく読み、説明に
従って接続してください。また、接続は指定のコー
ドを使用してください。感電の原因となることが
あります。

必ず実行

天井や壁へ取り付けた後は安全性を確認する。
取り付けを行った直後は点検を行ってください。
また、定期的に安全性を確認してください。

使用方法

禁止

下記の状態で使わない。
・許容入力以上を入力しない。
・イコライザー等で高音を大幅に増強する場合、
音量を上げすぎない。

・小出力アンプで無理に大きな音を出さない。
・音が歪んだ状態で長時間使わない。
スピーカーを破損したり、発熱や火災の原因になり
ます。

必ず実行

電源を入れる前や、接続を変更する前は音
量を最小にする。
突然大きな音が出て聴力障害などの原因となるこ
とがあります。

禁止

大きい音量で長時間聞かない。
難聴の原因になることがあります。

以下も、お守りください

設置

禁止

屋外設置の時は、水平より上に向けて使用
しない。
屋外設置の時は、スピーカーの前面を水平より上
に向けて使用しないでください。本機内部に水が
入るなど故障や異常の原因となります。

必ず実行

アンプの規定負荷インピーダンスの範囲内
で使用する。
スピーカーを並列接続する場合は、必ずアンプの
規定負荷インピーダンスの範囲内で接続してくだ
さい。アンプの故障の原因になります。

必ず実行

ハイインピーダンス接続について
ハイインピーダンス接続時は各スピーカー出力の
合計がパワーアンプの定格出力を超えないように
してください。

必ず実行

法律に従って設置する。
関連する条例や規制など、適用される全ての法律
に従って設置してください。

使用方法

禁止

アルコール、シンナー、ベンジン等で拭か
ない。
お手入れは、柔らかい布でから拭きしてください。
汚れがひどい場合は水で５～６倍に薄めた中性洗
剤に柔らかい布を浸してよく絞ったあと、汚れを
ふき取り、そのあと乾いた布で拭いてください。
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが
付着すると印刷、塗装などが剥がれることがあり
ます。また、ゴムやビニール製品を長時間触れさ
せることも、キャビネットを痛めますので避けて
ください。化学ぞうきんなどをお使いの場合は、
化学ぞうきんなどに添付の注意事項をよくお読み
ください。お手入れの際はケーブルを外して行っ
てください。

保護回路について
本スピーカーには保護回路が内蔵されています。
スピーカーに過大な入力が加わると、保護回路が
動作して、トゥイーターの音が小さくなります。 
使用中に音が極端に小さくなった場合は速やかに
アンプの音量を下げてください。数秒～数十秒で
自動的に復帰します。

この取扱説明書に掲載されているイラストは、すべて操作説明のためのものです。したがって、実際の仕様と異なる場合があります。
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付属品を確認する
•	 U ブラケット 1 個× 2組●
* 出荷時、本体に装着されています。

•	 U ブラケット用ノブボルト 2 個× 2組●
* 出荷時、本体に装着されています。

•	 4P ユーロブロックコネクター 1 個× 2組●
* 出荷時、本体端子に装着されています。

•	 端子カバー 1 個× 2組

•	 M4 × 12 トラスタッピンねじ 4 個× 2組●
* 端子カバー取り付けに使用します。

•	 落下防止用ワイヤー 1 本× 2組

•	 落下防止用ワイヤー取り付けフック 1 個× 2組

•	 落下防止用ワイヤー取り付け金具 1 個× 2組

•	 M6 × 14 なべ頭座金組み込みねじ 1 個× 2組●
* 落下防止用ワイヤー取付ネジ

•	 ブラケットキャップ 2 個× 2組●
* 標準の Uブラケットを使わず取り付ける時に使用します。

•	 M6 × 12 六角穴付き皿ボルト 2 個× 2組●
* ブラケットキャップ取り付けに使用します。

•	 使用上のご注意 1 枚

設置と接続
 警告

•	 設置する壁や天井に十分な強度があるか確認してください。
•	 取付は、スピーカーの重量を支えるのに適したねじ類を選択してく
ださい。

 注意
•	 対応線径：12 AWG～ 22 AWG
•	 スピーカーの出力で壁や天井が共振し音質を損ねるため、壁や天井
は十分な補強を行ってください。

•	 スピーカーを縦に取り付ける場合は、端子部が上側になる向きで装
着してください。

U ブラケットを壁や天井に取り付ける
1	U ブラケット用ノブボルト 1 を反時計回りに回して外

し、U ブラケット 2 を本体から外します。

2

1
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2	背面両端 2 カ所の丸穴 1 を使用して壁や天井へ取り付
けます。
スピーカーケーブルは、Uブラケットの中央の穴2を通すと目立
たない様に配線できます。

1

1

2

スピーカーに落下防止用ワイヤーを取り
付ける
1	落下防止用ワイヤー取付フック 1 に、落下防止用ワイ

ヤー 2 の片端の輪と、落下防止用ワイヤー取り付け金
具 3 の小さい方の穴を通します。

2	落下防止用ワイヤー取り付け金具3の大きい方の穴に、
M6 × 14 なべ頭座金組み込みねじ 4 を通し、本体背面
の 2 カ所の M6 ナット 5 のいずれかに、落下防止用ワ
イヤーを取り付けます。
締付トルク：2～ 3 N・m

1
2

3
4

5

 警告
必ず落下防止対策を施してください。

接続と入力選択スイッチの設定
本機とパワーアンプや他のスピーカーとの接続の方法を説明します。
本機のコネクターは4 つの端子から構成されており、端子1 はループ
スルー端子の「+」、端子 2 は「+」、端子 3 は、「－」、端子 4 はルー
プスルー端子の「－」です。端子１と端子 2、端子 3 と端子４は、ス
ピーカーの内部で繋がっています。

並列接続
あるスピーカーにトラブルが生じた場合でも、他のスピーカーは正常
に動作します。
次のスピーカーへのケーブルを、下図のように前のスピーカーからの
ケーブルと同じ端子に接続します。

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 43

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

パワーアンプまたは
前のスピーカー

次のスピーカー
＋
ー ＋

ー

パワーアンプ

スピーカー

ユーロブロックコネクター
次の
スピーカー

＋ ー

＋
ー

ループスルー接続
どのスピーカーにトラブルが発生したのかが特定しやすい接続方法
です。ユーロブロックコネクターがスピーカーから外れると、それ以
降のスピーカーは動作しなくなります。前のスピーカーからのケー
ブルを IN の「+」（2端子）と「－」（3端子）につなぎ、次のスピー
カーへのケーブルをループスルーの「+」（1端子）と「－」（4端子）
に接続する方法です。

パワーアンプ

スピーカー

ユーロブロックコネクター

ー ＋

＋
ー ＋

ー

＋
ー

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 43

パワーアンプまたは
前のスピーカー

次のスピーカー

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

次の
スピーカー
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1	スピーカーケーブル先端の被覆を 7 mm 程度剥き、
スピーカーケーブルの芯線をユーロブロックコネク
ター 1 の各端子に挿入してネジ 2 を締めて固定し
ます。
ユーロブロックコネクターは出荷時、本体端子に装着されています。

1

2

 注意
スピーカーケーブルの芯線をしっかりねじり、芯線同士が接触しな
いように注意してください。本機やパワーアンプの故障の原因とな
ります。

2	ユーロブロックコネクター1を背面ソケットに挿入し、
スピーカーケーブルを密閉クッション 2 の上から溝 3
に収め、端子カバー 4 を 4 本の M4 × 12 トラスタッピ
ンねじ 5 で取り付けます。
締付トルク：2～ 3 N・m

1

2

3

4

5

7

6

 注意
溝3に通せる線の太さは、Φ 3.5mm以下です。それ以上の太さの
線を通すと、端子カバー4が変形し、防滴機能に支障をきたす場
合があります。

3	 本体背面にある入力選択スイッチキャップ 6 を外し、本体
背面にある入力選択スイッチ7をマイナスドライバーで回
して、伝送方式（100 V/70 V/8 Ω）と入力ワット数を選び
ます。

CM-S58T CM-S56T CM-S54T
70 V 100 V 70 V 100 V 70 V 100 V

A 7.5 W 15 W 7.5 W 15 W 3.75 W 7.5 W
B 15 W 30 W 15 W 30 W 7.5 W 15 W
C 30 W 60 W 30 W 60 W 15 W 30 W
D 60 W --- 60 W --- 30 W ---
E BYPASS 8 Ω

 注意
E の位置は、ローインピーダンスアンプと組み合わせるときだけ合
わせてください。設定を間違えるとスピーカーやパワーアンプが故
障する原因になります。

 警告
パワーアンプの電源を落としてから作業してください。

本体の U ブラケットへの取り付け
1	本体を U ブラケット 1 の間に挿入し、U ブラケット用

ノブボルト 2 で上下から締め付けて仮固定したのち、U
ブラケット用ノブボルトの中心の六角穴付きボルトを
締め付け固定します。
締付トルク：2～ 3 N・m

2

2

1
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2	本体に装着した落下防止用ワイヤーの他端を壁や天井
に取り付けます。

3	本体を横向きに設置する場合は、必要に応じてバッジの
向きを回転させてください。
バッジは回転させることができます。

 警告
•	 U ブラケット用ノブボルトのノブは、仮止め用です。恒久的固
定は、六角穴付きボルトをトルクレンチでトルクを合わせて固
定してください。

•	 落下防止用ワイヤーは、万一の落下の際に、本体やUブラケッ
トが人に当たらない高さになるよう、建築躯体へ固定してくだ
さい。

•	 落下防止用ワイヤーの建築躯体への固定は、Uブラケットの建
築躯体への固定箇所とは異なる場所に施してください。

付属の U ブラケットを使用せずに取り付
ける場合
1	付属のUブラケットを使用せずに背面2カ所のM6ナッ

トを使用して壁や天井に取り付ける場合は、「U ブラ
ケットを壁や天井に取り付ける」に従って U ブラケット
を本体から外した後、付属のブラケットキャップ 1 と
M6 × 12 六角穴付き皿ボルト 2 を使用して、天面また
は底面に落下防止用ワイヤー3を取り付けてください。
ワイヤーは本体背面向きに取り付け、ブラケットキャッ
プの切り欠きをワイヤーに合わせてください。

2	ワイヤーを付けない側も同様に、ブラケットキャップ 1
を取り付けて外観を美しく見せることができます。
締付トルク：2～ 3 N・m

1

2

3

 警告
•	 壁や天井への取り付けは、必ず 2カ所以上で本体を保持してく
ださい。

•	 背面 2箇所のM6ナットを使用してスピーカーを取り付ける場
合は、ナットへの噛み込み量が 10 mm～ 14 mmのボルトを使
用してください。

•	 付属品以外の取付金具等を使用する際は、本機の重量に十分耐
えられるかご確認ください。

•	 M6 × 12 六角穴付き皿ボルト2は、落下防止ワイヤー3の端
の輪 に通されていることを、必ずご確認ください。

その他

アフターサービス

修理に関するご質問、ご相談
P.11 に記載の修理受付窓口、またはお買い求めの販売店にご相談く
ださい。

補修用性能部品の最低保有期間
当社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切り後、8年間保有して
います。性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品
です。

修理を依頼されるとき
修理をご依頼される場合は、必ずアンプの電源を切ってから、修理を
依頼してください。①型名②ご購入日③故障症状を具体的にご連絡く
ださい。

連絡していただきたい内容
•	 ご住所
•	 お名前
•	 お電話番号
•	 製品名：商業空間用 サーフェスマウント ラウドスピーカー
•	 型番：	CM-S54T-K / CM-S54T-W / CM-S56T-K / 
		  CM-S56T-W / CM-S58T-K / CM-S58T-W
•	 お買い上げ日
•	 故障または異常の内容
•	 「いつ、どのくらいの頻度で、どのような操作で、どうなる」といった詳細
•	 訪問ご希望日
•	 訪問先までの道順と目標 ( 建物、公園など )

保証期間中は
修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書に記載されて
いる弊社保証規定に基づき修理いたします。

保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご希望により有料で修理いた
します。



9

仕様
CM-S54T CM-S56T CM-S58T

形式 ２ウェイバスレフ型、パッシブ ２ウェイバスレフ型、パッシブ ２ウェイバスレフ型、パッシブ
再生周波数帯域●
(-10 dB, Typical) 95 Hz ～ 20 kHz 80 Hz ～ 20 kHz 53 Hz ～ 20 kHz

出力音圧レベル●
(1 W / 1 m) 87 dB 88 dB 91 dB

定格インピーダンス 8 Ω 8 Ω 8 Ω
許容入力●
(RMS*1/ Program) 40 W / 80 W 60 W / 120 W 90 W / 180 W

トランスタップ
70 V 30 W / 15 W / 7.5 W / 3.75 W 60 W / 30 W / 15 W / 7.5 W 60 W / 30 W / 15 W / 7.5 W
100 V 30 W / 15 W / 7.5 W 60 W / 30 W / 15 W 60 W / 30 W / 15 W

公称指向角度 120 °H × 120 °V 110 °H × 110 °V 100 °H × 100 °V
最大出力レベル *2 109 dB (peak) 113 dB (peak) 117 dB (peak)

コンポーネント
LF 4.5 インチ（114 mm）コーン 6インチ（152 mm）コーン 8インチ（200 mm）コーン

HF 1 インチ（25 mm）●
シルクドームトゥイーター

1インチ（25 mm）●
シルクドームトゥイーター

1インチ（25 mm）●
シルクドームトゥイーター

コネクター ユーロブロック（4ピン）× 1
（インプット :+/-, ループスルー :+/-)

ユーロブロック（4ピン）× 1
（インプット :+/-, ループスルー :+/-)

ユーロブロック（4ピン）× 1
（インプット :+/-, ループスルー :+/-)

寸法（幅×高さ×奥行 ) 154.9 × 250.6 × 144.5 mm 214.1 × 332.3 × 183.5 mm 282.0 × 457.8 × 252.4 mm
質量●
（１台、Uブラケット含む） 3.4 kg 5.1 kg 7.5 kg

取り付け 付属Uブラケット１個
背面にM6取付ナット 2カ所装備

付属Uブラケット１個
背面にM6取付ナット 2カ所装備

付属Uブラケット１個
背面にM6取付ナット 2カ所装備

グリル アルミパンチングネット アルミパンチングネット アルミパンチングネット
エンクロージャ PP PP PP
防塵・防水仕様 IP54 IP54 IP54
色 CM-S54T-W : 白、CM-S54T-K : 黒 CM-S56T-W : 白、CM-S56T-K : 黒 CM-S58T-W : 白、CM-S58T-K : 黒
*1 IEC60268-5
*2 許容入力と出力音圧レベルから計算

•	 本機の仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあります。
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寸法図
（単位：mm）

CM-S58T

CM-S56T

CM-S54T
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● 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓口およびカタログのご請求について

● 部品（付属品、取扱説明書など）のご購入について

商品についてのご相談窓口 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきますようお願いいたします

修理についてのご相談窓口 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきますようお願いいたします

カスタマーサポートセンター

部品受注センター

修理受付窓口

VOL.0092020年10月現在　記載内容は、予告なく変更させていただくことがありますので予めご了承ください。

修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうかご確認
ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入日③故障症状を具体的に、ご連絡ください。

部品のご購入についてのご相談窓口 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきますようお願いいたします

商品の取り付け・組み合わせなどについては、お買い求めの販売店様へお問い合わせください。

<各窓口へお問い合わせ時のご注意＞
「0120」で始まる電話番号は、携帯電話・PHS・一部のIP電話などからは
ご使用になれません。　ナビダイヤルは、携帯電話・PHSなどからご利用可能
ですが、通話料がかかります。　また一部のIP電話からはご使用になれません。
各窓口の受付時間は以下のホームページをご覧ください。　
右のQRコードからもアクセスできます。
https://www.pioneerdj.com/ja-jp/support/contact/japan/

■電話 【固定電話から】 0120－545－676 （無料）

 【携帯電話・PHS・一部のIP電話から】 050－3820－7542 （有料）
  0570－057－134 （ナビダイヤル・有料）

■電話 【固定電話から】 0120－5－8102 （無料）

 【携帯電話・PHS・一部のIP電話から】 050－3820－7550 （有料）
  0570－037－610 （ナビダイヤル・有料）

■電話 【固定電話から】 0120－5－81095 （無料）

 【携帯電話・PHS・一部のIP電話から】 050－3820－7551 （有料）
  0570－057－140 （ナビダイヤル・有料）
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